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　７月 26 日花火大会、27 日総踊りが開催されま
した。天候に恵まれ、総踊りでは 1,300 人を超え
る市民が一堂に踊り、職場・学校の仲間と、友人・
家族と熱い夏を楽しみました。

まつり伊佐夏
熱気あふれる
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ISA City Topics

ま ち
の 話 題

　天皇賜杯第 74 回全日本軟式野球大会に、
鹿児島県代表として伊佐・湧水消防組合（登
録名：大口消防署）が出場します。
　７月 28 日に鹿児島相互信用金庫野球場
で開催された県予選決勝では、８回に図師
選手のタイムリーで奪った１点を、尾上投
手が守り抜き、１‐０で接戦を制しました。
　天皇賜杯全日本軟式野球大会は、社会人
軟式野球の日本一を争う最もハイレベルな
大会で、９月 13 日から長野県松本市を中
心とする７会場で開催されます。

消防野球部が全国の舞台へ

　菱刈中学校空手同好会の３人が教育長を表
敬訪問し、第 15 回九州中学校空手道競技大
会出場を報告しました。
　菱刈中学校１年生の小原佑菜さん・村山七
海さん・井下望

の ん か

花さん（写真左から）は「団
体戦組手では、１戦１戦を大切に戦います。
みんなで協力して、確実に初戦突破できるよ
う頑張ります」と誓いました。
　九州大会は８月９・10 日、宮崎市の KIRI
SHIMA ツワブキ武道館で開催され、見事３
位入賞を果たしました。

心身の鍛錬

７ 31

　大口中央中学校 3 年生の住吉璃音さんが教
育長を表敬訪問し、100 ｍハードルと幅跳
び競技の九州中学校陸上競技大会出場を報告
しました。
　九州大会は８月６日から熊本市のえがお健
康スタジアムで開催され、100 ｍハードル
で６位（14.91 秒）、走り幅跳びで５位（５
ｍ 43cm）入賞を果たしました。
　住吉さんは、両種目で全国大会標準記録を
突破していることから、８月 20 日から大阪
市のヤンマースタジアムで開催される第 46
回全日本中学校陸上競技選手権大会にも出場
しました。

九州大会・全国大会へ

８ ５
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ISA City Topics

　伊佐市文化会館で人権同和教育研修会が開
催され、伊佐市内の幼稚園や小・中学校の
教員及び保護者、市職員や民生委員など約
430 人が参加しました。
　この研修会は、同和問題をはじめとするあ
らゆる人権問題について、正しい認識と理解
を深めてもらうために、毎年、伊佐市教育委
員会が開催しています。
　菱刈中学校の西郷まどか教諭による講話で
は、学校での人権教育活動の発表を行い、「私
たち大人が人権問題について学び、教育現場
や家庭で子どもたちに伝えていくことが大切
です」と訴えました。
　また、宮﨑保さんによる講演では、自身の
人権に関する体験を歌い、「人権とは、人が
幸せに生きていく権利。差別とは、それをは
ばむもの。人権問題を身近に感じてもらい、
社会から差別をなくすきっかけにしてほし
い」と話しました。

　大口ふれあいセンターで伊佐市ニューファ
ーマーのつどいが開催されました。これは、
新規就農者を先輩農業者や関係機関が励まし、
交流を深めることを目的として、毎年行われ
ています。
　つどいには、今年度新規就農者６人のうち
３人が出席し、「先輩方にアドバイスをもら
いながら、安定した収穫ができるよう頑張り
たい」と抱負を語り、市や農協の職員による
各種支援・助成制度の説明を真剣に聞いてい
ました。
　また、伊佐 YAD クラブの代表者は、「同じ
農業従事者として助け合いながら一緒に伊佐
の農業を盛り上げていきたい」と話しました。

　伊佐市陸上競技場でナイター陸上が開催さ
れ、市内外の小・中学生を中心に約 170 人
が参加しました。
　当日は 18 時を過ぎても暑さの残るなか、
参加した選手たちは日頃の練習の成果を出そ
うと、健脚を競いました。
　100 ｍ走と 800 ｍ走にエントリーした霧
島市立天降川小学校６年生の廣原悠慎さんは、

「夏休みにたくさん練習したおかげで、タイ
ムが縮まってうれしいです」と笑顔で話しま
した。

みんなで考えよう  人権のこと

ニューファーマー   志高く

夏の夜の熱戦

８ 17

７ 24

　（公財）鹿児島県環境保全協会伊佐支部の
会員の皆さんが、大口市街地の散乱ごみ回収
作業のボランティア活動を実施されました。
　環境美化活動にご協力いただき、ありがと
うございました。

清掃ボランティア

７ 24

８ １
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問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341 または ☎ 0995・24・4631

　

庭
先
や
畑
の
一
角
に
ナ
ツ
メ

（
棗
）
が
植
え
ら
れ
て
い
る
家

を
見
か
け
ま
す
。
ナ
ツ
メ
は
初

夏
に
芽
を
出
す
と
こ
ろ
か
ら
、

ナ
ツ
メ
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国

で
は
、
古
来
よ
り
ナ
ツ
メ

の
果
実
を
１
日
３
つ
食
べ

る
と
年
を
取
ら
な
い
不
老

長
寿
の
食
材
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

食
べ
ご
ろ
は
、
果
実
の

青
い
色
が
薄
れ
て
白
み
を

帯
び
、
一
部
が
茶
褐
色
に

色
づ
き
始
め
た
頃
で
す
。

　

収
穫
し
た
果
実
を
蒸
し

て
、
わ
ず
か
に
変
色
し
た

ら
天
日
乾
燥
し
た
も
の
が

生
薬
の
大タ

イ
ソ
ウ棗
と
な
り
ま
す
。

大
棗
を
１
日
５
～
15
ｇ
煎

じ
て
服
用
す
れ
ば
、
利
尿
、

＊
村
上
光
太
郎
著
「
食
べ
る
薬
草
事

　

典
」「
薬
草
を
食
べ
る
」
か
ら
出
典

【ナツメの甘露煮】

材料：大棗 20 個、砂糖 30g、醤油 15 ㏄
　　　クルミやアーモンドをひとつかみ
①大棗を一晩水に浸す。
②大棗がひたひたになるくらいの水に砂糖
　と醤油を加えて火にかけ、汁気がなくな
　るまで煮詰めます。
③別にクルミ等を炒って煮詰めた大棗にか
　らめます。

レシピ 解
熱
、
滋
養
強
壮
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。
ま
た
、

筋
肉
の
急
迫
症
状
を
和
ら
げ
る

な
ど
鎮
静
作
用
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
健
康
の

果
実
」
と
い
え
ま
す
。

　

大
棗
を
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に

つ
け
て
ナ
ツ
メ
酒
に
、
ま
た
、

大
棗
を
煮
出
し
て
、
ハ
チ
ミ
ツ

と
シ
ョ
ウ
ガ
を
加
え
て
ナ
ツ
メ

茶
と
し
て
も
美
味
し
く
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
林
で
す
。
早
い

も
の
で
伊
佐
に
移
住
し
て
1

年
が
経
ち
ま
し
た
。
伊
佐
の

人
々
に
支
え
ら
れ
日
々
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
人

も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、

私
は
「
イ
サ
タ

ン
」
と
い
う
伊

佐
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
、
暮
ら
し
の

情
報
な
ど
を
発
信
す
る
地
域
ブ

ロ
グ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
最

初
の
頃
は
、
1
日
数
人
が
見
て

く
だ
さ
る
程
度
で
し
た
が
、
今

で
は
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
イ
サ
タ
ン
見
て
る
よ
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、「
イ

サ
タ
ン
を
見
た
と
言
っ
て
お
客

さ
ん
が
来
た
よ
」と
お
聞
き
し
た

り
、
嬉
し
い
こ
と
も
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
伊
佐
を
探
求

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
身
近
に
あ
る
面
白
い

も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

先
日
、「
風
の
人
、
土
の
人
」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。

他
の
土
地
か
ら
や
っ
て
く
る
旅

人
が
「
風
の
人
」。
そ
の
土
地

に
住
ん
で
い
る
地
元
の
人
が

「
土
の
人
」。
そ
の
土
地
の
「
風

土
」
は
、
そ
の
風
の
人
と
土
の

人
と
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
そ
う
で
す
。
と
て
も
い
い

言
葉
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
風
土
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
思
ま
す
。

協
力
隊
2
年
目
も
気
張
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

 

・
・　

 

・

地域おこし協力隊 通信

林峻平

７月月間PV数 13,445

ナツメ

最近、伊佐米シロップを
使った特製サイダー

「イサイダー」に
ハマってます！
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
係
・
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
㉓
１
３
１
１

　

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

９
月
の
対
象
活
動

○
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
、
元
気
ア
ッ
プ

　

ポ
イ
ン
ト
忠
元
、
介
護
予
防
講
演
会

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

　

１
９
９
４
年
９
月
21
日
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
第
10
回
国
際

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
等
に
関
す
る
認
識
を
高
め
、
世
界
の

患
者
と
家
族
に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
議
初
日
の

９
月
21
日
は
、「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
９
月
21
日
を
含
む

日
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
※
今
年
は
15
日

～
21
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
認
知
症

を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」
と

定
め
、
県
内
各
地
で
認
知
症
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
伊
佐

市
で
は
、
市
内
に
設
置
す
る
認
知
症
カ

フ
ェ
が
共
同
で
「
伊
佐
の
カ
フ
ェ
お
れ

ん
家
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
口
・
菱
刈
図
書
館
で
は
認

知
症
に
関
す
る
書
籍
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

９
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
１
階
和
室
（
調
理
実
習
室
）

内
　
容

　
認
知
症
予
防
体
操
・
講
話
（
ス
ト
レ

ス
を
人
生
の
ス
パ
イ
ス
に
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　

☎
㉖
１
３
０
７

大
口
図
書
館　
　
　
　

☎
㉒
０
４
１
７

菱
刈
図
書
館　
　
　
　

☎
㉖
３
０
０
０

９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す

―
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
―

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の

伝
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

　

近
年
、
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る

大
規
模
な
風
水
害
等
を
踏
ま
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
避
難
に
関
す
る
情

報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
、

市
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
な
ど
の
避
難
情
報
、
国
土
交
通
省
、

気
象
庁
、
都
道
府
県
が
発
表
す
る
土

砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の
防
災
気
象

情
報
に
、
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　■ 警戒レベル１
　災害への心構えを高めましょう。

　■ 警戒レベル２
　避難に備え、ハザードマップ等により、
　自らの避難行動を確認しましょう。

　■ 警戒レベル３（避難準備・高齢者等避難開始）

　避難に時間を要する人（高齢者、障害の
　ある人、乳幼児等）とその支援者は、避
　難をしましょう。その他の人は、避難の
　準備を整えましょう。

　■ 警戒レベル４（避難勧告・避難指示）

　速やかに避難先へ避難しましょう。公的
　な避難場所までの移動が危険と思われる
　場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
　より安全な場所に避難しましょう。

　■ 警戒レベル５
　既に災害が発生している状況です。命を
　守るための最善の行動をとりましょう。

警戒レベル４で全員避難 !!
警戒レベル３（避難準備・高齢者等

避難開始）や、警戒レベル４（避難

勧告、避難指示（緊急））が発令され
た場合には、地域の皆
さんで声をかけあって、
速やかに避難してください。

いつ避難すればいいの？

県
民
週
間
イ
ベ
ン
ト

伊
佐
の
カ
フ
ェ
お
れ
ん
家じ
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「麻しんゼロ」を
めざしましょう

予防には
ワクチン接種が
有効です

麻しん累積報告数の推移   
2013～ 2019年（第１週～24週）

（週）

（人）

診断週にもとづいた報告
感染症発生動向調査 2019 年５月９日現在

い
や
マ
ス
ク
の
み
で
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。
麻
し
ん
を
防
ぐ
最

も
効
果
的
な
予
防
法
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
現

在
は
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
を
１
歳
児
に
１
回
目
、
小
学
校
入
学
前
１
年
間
の
幼
児
に
２

回
目
を
受
け
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
で
も
過
去
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
記
録
が
な
い
人
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
妊
娠
中
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
同

居
人
や
周
り
の
人
で
免
疫
が
な
い
人
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。

高
校
３
年
相
当
の
年
齢
者
に
、

２
回
目
の
定
期
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
期
予
防
接
種
で
は
、
風

し
ん
予
防
も
あ
わ
せ
て
行
う
た

め
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン（
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
が
用

い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
対
策
等
に

よ
り
平
成
21
年
以
降
10
～
20
代

の
患
者
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、

空
気
感
染
も
す
る
の
で
、
手
洗

　

麻
し
ん（
は
し
か
）の
全
国
の

患
者
数
は
、
今
年
の
１
月
１
日

か
ら
５
月
15
日
ま
で
に
４
８
６

人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
の
患
者
数
と
し
て
は
、

過
去
10
年
間
で
最
も
多
く
、
年

間
の
患
者
数
が
１
万
人
を
超
え

て
大
流
行
し
た
平
成
20
年
に
次

ぐ
勢
い
で
す
（
国
立
感
染
症
研

究
所
デ
ー
タ
よ
り
）。

　

麻
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
約

10
日
後
に
発
熱
や
せ
き
、
鼻
水

と
い
っ
た
風
邪
の
よ
う
な
症
状

が
現
れ
ま
す
。
2
～
３
日
熱
が

続
い
た
の
ち
、
39
度
以
上
の
高

熱
と
発
疹
が
出
始
め
ま
す
。
肺

炎
、
中
耳
炎
を
合
併
し
や
す
く
、

お
お
よ
そ
感
染
者
１
、０
０
０

人
に
１
人
の
割
合
で
、
脳
炎
を

発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
最
悪

の
場
合
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
流
行
時
の
対
策

と
し
て
、
当
時
１
回
し
か
麻
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会

が
無
か
っ
た
中
学
１
年
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

※ｎの数値＝ 2013 ～ 2017 年は年報集計値（確定値）、
　2018 年は 2019 年１月７日時点の集計（暫定値）、
　2019 年は週報速報値（暫定値）

１歳になったら１回 就学前にもう１回
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８
月
３
・
４
日
、菱
刈
カ
ヌ
ー

競
技
場
で
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
（
南
部
九
州
総
体
）

の
カ
ヌ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
６
４
８
人
の
高
校
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

２
日
に
伊
佐
市
文
化
会
館
で

行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
出
場

す
る
１
０
０
校
す
べ
て
の
高
校

名
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
大

口
高
校
２
年
久
保
田
桂
仙
さ
ん
、

伊
佐
農
林
高
校
３
年
﨑
山
渓
さ

ん
が
堂
々
と
し
た
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
・
４
日
の
両
日
と
も
、
気

温
が
33
℃
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

全
国
の
カ
ヌ
ー
強
豪
選
手
、
伊
佐
に
集
う

選
手
の
全
力
の
パ
ド
ル
さ
ば
き

に
、
川
岸
の
仲
間
や
保
護
者
は

大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
か
ら
公
開
種

目
と
し
て
実
施
さ
れ
た
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
・
女
子
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ
で
は
、

﨑
山
渓
さ
ん
が
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

※
台
風
８
号
の
接
近
に
伴
い
、

　

５
・
６
日
の
競
技
及
び
表
彰

　

式
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

南三陸だより
Vol. 89

　
　

　

「
突
然
の
訪
問
者
」

　

南
三
陸
は
海
と
と
も
に
生
き

る
ま
ち
だ
け
あ
っ
て
、
夏
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
夏
祭
り

の
ほ
か
に
盆
踊
り
大
会
や
砂
浜

で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

私
が
所
属
す
る
商
工
観
光
課
の

職
員
は
毎
週
末
出
動
で
す
。

　

少
し
ひ
と
段
落
し
た
金
曜
の

午
後
、
同
僚
が
「
お
客
さ
ま
で

す
よ
」
と
案
内
し
て
く
れ
た
人

は
…
。
ん
？
ど
ち
ら
さ
ま
で
す

か
、
ど
う
思
い
返
し
て
も
初
め

ま
し
て
の
お
じ
さ
ま
で
す
。
反

対
に
お
じ
さ
ま
は
、
や
っ
と
会

え
た
と
い
う
雰
囲
気
。
同
僚
か

ら
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
伊
佐
か

ら
来
て
い
る
派
遣
の
人
を
探
し

て
い
る
様
子
だ
っ
た
の
で
案
内

し
ま
し
た
と
の
こ
と
。

　

な
ん
と
、
菱
刈
の
人
で
家
族

旅
行
の
途
中
、
南
三
陸
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
人
に
会
っ
て
帰
ろ

う
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ん
で

す
っ
て
。
面
識
も
な
い
の
に
迷

惑
だ
よ
と
反
対
し
た
家
族
を
説

得
し
て
来
て
く
れ
た
ら
し
く
、

会
え
た
こ
と
へ
の
安
堵
感
と
、

辿
り
つ
く
ま
で
の
経
緯
を
鹿
児

島
弁
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
も
親
戚
に
会
っ
た
よ
う
な

気
に
な
っ
て
楽
し
く
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
奥
さ
ま

と
娘
さ
ん
を
車
中
に
残
し
て
い

る
か
ら
と
、
話
し
が
で
き
た
の

は
数
分
間
。
ぜ
ひ
ご
家
族
に
も

ご
挨
拶
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
駐

車
場
へ
む
か
う
間
、「
土
産
も

持
っ
て
こ
ん
じ
、ご
め
ん
な
～
」

と
ず
っ
と
頭
を
下
げ
ら
れ
て
、

こ
ち
ら
こ
そ
「
な
い
も
持
た
す

い
も
ん
が
な
く
て
、
ご
め
ん
な

さ
い
」。
車
に
い
た
ご
家
族
に

も
お
礼
を
述
べ
て
帰
路
も
ご
安

全
に
と
見
送
り
ま
し
た
。

　

見
送
っ
た
あ
と
少
し
寂
し
く

な
っ
た
の
は
、
こ
こ
が
鹿
児
島

か
ら
遠
い
場
所
だ
か
ら
か
な
。

　
（
柿
ノ
迫
秀
美
）

おめでとうございます

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
い
さ
７
月
１
日
号
３
頁

で
選
手
の
出
場
競
技
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
競
技
に

出
場
し
た
選
手
は
、
日
高
明
依

利
さ
ん
・
﨑
山
咲
さ
ん
で
し
た
。

サンオーレそではま海水浴場
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日　　　はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　「おじいさんは山へ芝
刈りに」「おばあさんは
川へ洗濯に」。いえいえ、
それは昔話の中のこと。
今を生きるおじいさん、
おばあさんと、心弾む世
界へでかけましょう…。
　所蔵館：両館

　家老からの密命に背
き、丹波篠山藩を出奔
した若き武士・小柴陽
太郎は、灘の酒蔵で名
酒「一分」造りに勤し
んでいた。窮地に追い
込まれた酒蔵と藩を同
時に救う陽太郎の秘策
とは…
　所蔵館：大口

一分　　坂岡真

（出版：理論社）

一  般

（出版：光文社）

おじいさんは川へおばあさんは山へ
　　　　　　　　　   森山京 / 作  ささめやゆき / 絵

【　児　童　】 所蔵館
ベストマン リチャード・ペック 両館
タヌキのきょうしつ 山下明生 両館
ロージーのひよこはどこ？ パット・ハッチンス 両館
エベレスト サングマ・フランシス 大口
はじめての金魚＆メダカ  正しい飼い方・育て方 徳永久志 菱刈

【　一　般　】 所蔵館
ジョン・マン　7 邂逅編 山本一力 両館
てんげんつう 畠中恵 両館
夏の騎士 百田尚樹 両館
我らが少女 A 髙村薫 大口
この顔と生きるということ 岩井建樹 大口

【イベント情報】
○ブックスタート
日　時　９月３日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
○ルピルピのおはなしあそび（毎月 15 日号に掲載）
日　時　９月 20 日（金）11:00 ～ 11:30
○ふれあいメルヘンひろば
日　時　９月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティアによる大型絵本などの読み聞かせ

○

【９月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

○

○
○

夏休み自由工作

◎海音寺潮五郎記念	
◦「読書感想文・画コンクール」
　  対象：小・中・高校生
　  締切：９月 27 日（金）

※菱刈図書館ではブックリサイクル
　コーナーを常設しています。定期
　的に入れ替えていますので、ぜひ
　ご利用ください！
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お
知
ら
せ
［
ワ
イ
ド
版
］

請求手続
○平成 31 年４月１日以前から
　年金を受給している人
９月上旬から対象者に請求手続きのご案
内が順次届きます。「年金生活者支援給
付金請求書」（同封のはがき）を記入し
提出してください。
○平成 31 年４月２日以降に
　年金を受給しはじめた人
年金の請求手続きと併せて年金事務所ま
たは市町村で請求手続きをしてください。

「年金生活者支援給付金制度」の
請求手続きがはじまります

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の
生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事
務所）が実施します。

　　　　　　次の要件をすべて満たし
　　　　　　ている必要があります。

◦老齢基礎年金受給者
　① 65 歳以上である
　②世帯員全員が市町村民税非課税と
　　なっている
　③前年の年金収入額とその他所得額
　　の合計が約 88 万円以下である
◦障害基礎年金・遺族基礎年金受給者
　①前年の所得額が約 462 万円以下
　　である

対象者

　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を
求めることはありません。年金生活者支援給付金のご請求でご不明なことがありま
したら、お問い合わせください。

　日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。㊟

問い合わせ先　給付金専用ダイヤル　☎０５７０・０５・４０９２（ナビダイヤル）

Information

Information

農業用ため池の
届出制度がはじまりました

　近年、豪雨等により多くの農業用ため池が被災し甚大な被害が発生していることから、
農業用ため池の情報を適切に把握し、決壊による災害を防止するため、農業用ため池の管
理及び保全に関する法律が施行されました。
　これにより、農業用のため池に関する情報を届け出ることが必要となります。

    届出が必要なため池：農業用に利用される全てのため池
    ※現在利用されていなくても、過去に利用され、今でも
  　  利用可能な状態にある場合も届出が必要です。

    届出をすべき人：農業用ため池の所有者及び管理者

　届出情報や様式など、詳しくはお問い合わせください。
届出・問い合わせ先　農政課耕地係（菱刈庁舎）　☎㉓１３１１
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Recruitment

　伊佐市民を対象に「なんちゅう版石窯マイスター講座」を開催します。
　講座を受講すると、今後は講師を頼まなくても自分たちの団体だけで
石窯やかまどの利用ができるようになります。

　今ではあまり見なくなった焚き火。
薪で調理するなんて、もはや特別な日
だけかもしれません。しかし、身近な
自然を生かした暮らしは、いま世界中
で注目されています。土に触れ、作物
を育て、火を入れ、体中の感覚を使っ
て調理する。食べるのに手間がかかる
けど、いつもと違ってワクワクドキド
キ。懐かしくも新しい時間の楽しみ方
があなたを待っています。

  定　　員　先着 15 人（新規受講者のみ）

  持 参 品　エプロン・バンダナ・水分補給
  　　　　　用の飲み物

  ※練習用ピザ生地は１枚無料。追加１枚ご
  　とに材料費として３００円。追加は１人２
  　枚まで（計３枚）。ピザ生地の追加を希望
  　される場合は、申込時にお伝えください。

  申込方法　電話で申し込みください。
  ※申込多数の場合は、各団体１人に調整
  　します。

講　師
　IEOMA 伊佐石窯マイスター協会

申込・問い合わせ先
伊佐市大口子育て支援センター  ルピナス（e - Ga なんちゅう内）　☎㉓５０８０

参 加 料　無料

第７回  石窯マイスター講座受講者募集

e-Ga なんちゅうの
～石窯（ピザ窯）・かまど編 ～

場所　ｅ-Ga なんちゅう交流棟
　　    調理室とピザ窯前

日時　９月２８日（土）
９時～ 13 時 30 分

Event

場所　伊佐市文化会館小ホール

日時　９月１５日（日）
14 時～ 15 時

出　　演　二反田耕治氏
ゲ ス ト　スイートネス（フルートデュオ）

いさのおんがくたい  ミニ・コンサート

問い合わせ先　社会教育課文化芸術係　☎㉖１５５４

内　　容　トランペット
主な演奏曲

・水曜日の夜　　・あまい囁き
・ある愛の詩　　・北の宿から
・ルパン三世「愛のテーマ」　ほか

※入場無料。赤ちゃんから入場できます。

内　容
❶ 窯の火入れ、ピザの生地こね
❷ ピザ窯・かまどの構造を学ぶ
❸ かまどで米を炊く
❹ ピザのトッピング材料を準備する
❺ ピザを焼いて食べる
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せ
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］

Information

「救急の日」の訓練
　毎年９月９日を「救急の日」として全国各地において、集団救急災害等を中心とした救
急に関するさまざまな行事が実施されています。
　伊佐市では、令和２年開催予定のかごしま国体カヌー競技に向けて、「水難事故等によ
る集団災害」を想定し、災害現場において関係機関との相互連携を保持するために、鹿児
島県ドクターヘリを含め、情報伝達、救助、救護、搬送等の訓練を次のとおり実施します。
　医療機関・各関係機関・消防の連携訓練を、ぜひご覧ください。

参加団体
伊佐市医師会、伊佐市医師会立准看護学校、
伊佐市カヌー協会、伊佐市体育協会、
伊佐市教育委員会、鹿児島県ドクターヘリ、
伊佐湧水消防組合

場所　菱刈カヌー競技場

日時　９月７日（土）
14 時～

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合　☎㉒０１１９

Information

９月１５日は「老人の日」

問い合わせ先　長寿介護課高齢福祉係　☎㉓１３１１

対 象 者　市内に住所を有する７０歳以上（今年度中に 70 歳になる人も含む）の人

９月１５日～２１日は「老人週間」

　敬老の日に、高齢者を敬い長寿を祝うことを目的に、「大口温泉高熊荘」と「まごし温泉」
の利用料を無料とします。受付に申し出てください。

※大口温泉高熊荘は通常の休館日にあたりますが、特別に開館します。

期日　９月１６日（月）敬老の日の無料入浴

老人クラブに入会し、仲間と集い、高齢者の元気な姿を示しましょう！

問い合わせ先　伊佐市老人クラブ事務局（大口元気こころ館内）　☎㉓２３６１

※老人の日…老人福祉法によって定められた記念日

※
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９月２１日（土）～３０日（月）

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て
走
ろ
う　

秋
の
道

学校給食調理補助員（パート）募集

「広報いさ」

　市民の皆さん一人ひとりが交通ルー
ルとマナーを正しく守り、交通事故を
防止しましょう。また、大切な家族や
周囲の人にも交通安全について呼びか
けましょう。

重点事項
①子供と高齢者の安全な通行の確保
②高齢運転者の交通事故防止
③夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
　用中の交通事故防止
④全ての座席のシートベルトとチャイ
　ルドシートの正しい着用の徹底
⑤飲酒運転の根絶

問い合わせ先
総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

秋の全国
交通安全運動

マチイロ

InformationInformation

Recruitment

■詳しくは「マチイロ https://machiiro.town」
　をご覧ください

業務内容
　給食調理業務全般、給食配送及び回
収の助手、食器・食缶の洗浄業務、給
食センター所長の指示する業務
募集人員　２～３人
※男女は問いません。
応募資格
○市内に住所を有する人
○健康で協調性のある人
○衛生面の注意事項を守れる人
○地方公務員法第 16 条に定める欠格
　条項に該当しない人
勤務時間　基本 8 時～ 16 時
雇用期間　10 月 1 日～ 12 月 31 日
※以降、３か月ごとの更新。

賃　　金　時給８９０円　
そ の 他　雇用保険・労災保険あり
応募方法　自筆の履歴書（市販のものに上半身写
　　　　　真貼付）を提出してください。
申込期限　９月１３日（金）
※郵送の場合は、13 日必着
提出・問い合わせ先
〒８９５―２７０３　伊佐市菱刈花北１０８４
学校給食センター　☎㉔１２２３

いつでも どこでも

運動期間

　「広報いさ」が電子書籍になり、無
料アプリ「マチイロ」を利用してス
マートフォン等で閲覧できます。毎月
１日と 15 日には自動でお知らせが届
き、いつでもどこでも「広報いさ」を
読むことができます。

 

広報いさ
令和元年９月１日号
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伊佐市からのお知らせ

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
試
験
準
備
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時　

11
月
10
日
（
日
）
10
時
開
始

　
　
　
　
　

９
時
30
分
着
席　

試
験
会
場

　

鹿
児
島
市
、
南
九
州
市
頴
娃
町
・
知
覧
町
、

薩
摩
川
内
市
、
出
水
市
、
姶
良
市
、
鹿
屋
市
、

西
之
表
市
、
奄
美
市
、
天
城
町

試
験
の
種
類

▽
甲
種　

危
険
物
取
扱
者

▽
乙
種　

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
１
～
６

　

類
）

▽
丙
種　

危
険
物
取
扱
者

受
験
願
書
の
申
請
方
法
、
申
請
期
間
及
び
申

請
場
所

⑴
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
の
場
合

　

９
月
18
日
（
水
）
～
30
日
（
月
）

※
30
日
消
印
ま
で
有
効

⑵
消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

　

吉
松
分
遣
所
へ
申
し
込
む
場
合

　

９
月
18
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）

⑶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
（https://w

w
w

.shoubo-shiken.or.jp

）

　

か
ら
申
し
込
む
場
合

　

９
月
15
日
（
日
）
９
時
～
９
月
27
日
（
金
）

　

17
時

○
伊
佐
湧
水
危
険
物
安
全
協
会
主
催
試
験
準

　
備
講
習
会

種
　
　
別　

乙
種
第
４
類

日
　
　
時　

10
月
27
日
（
日
）
９
時
～
17
時

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料

　

２
、
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
テ
キ
ス
ト
の
み
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

受
講
申
込

　

消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

吉
松
分
遣
所
の
い
ず
れ
か
に
受
講
料
を
添
え

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
責
任

で
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　

９
月
11
日
（
水
）

▽
大
口
地
区　

８
時
～
12
時

▽
菱
刈
地
区　

13
時
～
15
時
30
分

収
集
処
分
場
所　

㈱
三
宝
保
全　
　

　

伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１—

７
３

☎
㉘
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　

農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
・
ト

ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ
ン
グ

用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗
ポ
ッ
ト
等

※
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
等
は
裁
断

　

処
理
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
小
さ
く
折
り

　

た
た
み
、
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ
て
持
ち
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
ご
み
は
捨
て
ら
れ

　

ま
せ
ん
。

※
農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
中
の
薬
剤

　

が
無
い
の
を
確
認
し
、
水
で
中
を
３
回
以

　

上
洗
浄
し
て
か
ら
、
潰
さ
ず
に
ポ
リ
袋
に

　

入
れ
て
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

処
分
料
金　

１
㎥
当
り
２
、
４
９
０
円　

産
業
廃
棄
物
税　

１
㎥
当
り
３
５
０
円

補
助
金　

市
：
４
分
の
１
以
内
、
農
協
：

　
　
　
　
　

４
分
の
１
以
内
（
上
限
有
り
）

そ
の
他

○
処
分
料
金
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
（
補
助
金
は
令
和
２
年
３
月
に
振
り
込

　

ま
れ
ま
す
）。

○
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

　

正
処
理
推
進
協
議
会
で
搬

　

入
物
の
検
査
、
量
の
確
認

　

を
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

類
等
を
運
搬
す
る
場
合
、

　

車
両
の
表
示
及
び
書
面
の

　

備
え
付
け
が
必
要
で
す
。

　

不
備
が
あ
る
場
合
は
罰
せ

　

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
野
焼
き
や
山
林
等
へ
の
不
法
投
棄
は
も
ち

　

ろ
ん
、
自
家
焼
却
や
自
家
所
有
地
へ
の
埋

産 業廃棄物収集運搬者
伊 佐　太郎

５cm以上

（みほん）

３cm以上

お
知
ら
せ

　

聞
こ
え
る
人
・
聞
こ
え
な
い
人
、
手
話
を

知
っ
て
い
る
人
・
知
ら
な
い
人
、
手
話
に
興

味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時　

９
月
22
日
（
日
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

和
室
３
・
４

問
い
合
わ
せ
先

手
話
サ
ー
ク
ル
コ
ア
ラ

　

☎
㉖
３
４
４
８
（
古
田
）

手
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

　

め
立
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
事
務
局
（
北
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
伊
佐
配
送
セ
ン
タ
ー
）

☎
㉖
４
１
１
１

広告
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広告 　

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界

で
働
く
人
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
、
そ
の
当

時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
覚
え
が
な
い
人

は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

の
退
職
金
請
求

日
　
　
時　

10
月
６
日
（
日
）
10
時
～
16
時

場
　
　
所　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
番
２
号

○
無
料
相
談
会
（
予
約
優
先
）

　

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
、
公

　

証
の
相
談
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

○
セ
ミ
ナ
ー　

定
員
：
40
人

　

公
証
人
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
相
続
手
続
き

　

に
つ
い
て
」

申
込
方
法　

10
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

　
　
　
　
　

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
・
２
５
９
・
０
６
６
７

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
８
年

で
取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に
検
針
票
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

【
大
口
地
区
】　

元
町
実
業
・
広
岡
・
仲
町
・

　
　
　
　
　
　

八
坂
町
・
西
本
町

【
菱
刈
地
区
】

　

親
交
今
市
・
今
市
前
田
・
比
良
・
荒
田
上
・

荒
田
下
・
大
峰

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
。
そ

　

の
場
合
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　

受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

て
、
９
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
１
１
９

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制
度

　

地
震
、火
災
、風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合

（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
）に
は
、

市
税
等
（
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
）
及
び
県
税
（
個
人
事
業
税
、

自
動
車
税
、
不
動
産
取
得
税
、
個
人
県
民
税
、

産
業
廃
棄
物
税
）
の
減
免
や
納
入
期
限
の
延

長
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
県
税
課

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
２
６

運
動
能
力
・
体
力
調
査

　

自
分
に
適
し
た
運
動
を
行
い
、
ケ
ガ
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
体
力
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
の
自
分
の
カ
ラ

ダ
年
齢
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時　

９
月
24
日
（
火
）
19
時
～

場
　
　
所　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　
　
　
　
　

ン
タ
ー

対
象
者　

20
歳
～
64
歳
男
女

調
査
項
目

　

握
力
測
定
、
上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と
び
、

20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立
ち
幅
跳
び

持
参
品

　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

　
　
　
　
　

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
19
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉘
１
０
７
３
・　

㉘
１
０
７
８

女性サロン室
あなたが自分らしく生きるた
めに、一緒に考えます。
開催日　９月４・18 日（水）
時　間　13 時 30 分～ 16 時
場　所　大口仲町
　　　　旧安楽ヨシ子様宅
連絡先

☎０９０・３０１６・３６６０
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広告

河
川
改
修
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
入
れ
候
補
地
の
公
募

　

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
が
行
う

河
川
改
修
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
入
れ
る

候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
対
象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

建
設
課
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

　
　
　
　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
候
補
地
は
伊
佐
市
内
の
土
地
に
限
り
ま
す
。

②
建
設
発
生
土
の
費
用
は
無
償
で
す
。

※
た
だ
し
、
受
入
れ
地
の
測
量
及
び
支
障
木

　

の
伐
採
は
、
受
入
れ
者
の
負
担
で
行
う
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

③
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
万
立
方
メ
ー

　

ト
ル
以
上
で
す
。

④
大
型
ダ
ン
プ
（
10
ｔ
車
）
で
の
搬
入
が
可

　

能
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
建
設
発
生
土
の
運
搬
及
び
敷
き
均
し
の
み

　

行
い
ま
す
（
締
固
め
は
行
い
ま
せ
ん
）。

⑥
関
連
法
令
の
許
可
を
受
入
れ
者
で
申
請
し
、

　

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
農
地
法
・

　

林
地
法
等
の
許
可
の
取
得
）

⑦
土
質
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑧
受
入
れ
地
の
雨
水
処
理
施
設
（
側
溝
・
暗

　

渠
等
）
を
、
受
入
れ
者
の
負
担
で
設
置
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑨
そ
の
他
、
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、
協
議
を

　

し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
を
考
慮
し
、
川
内
川

河
川
事
務
所
と
協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

広告

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

令
和
２
年
度
入
校
生
募
集

募
集
科
（
募
集
人
員
）

○
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
20
人
）

○
情
報
処
理
科
（
20
人
）

訓
練
期
間　

各
科
２
年

応
募
資
格
（
一
般
）

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
令
和
２
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

募
集
期
間
　
９
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
停
止
し
ま
す
。

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
12
月
ま
で
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
５
・
６
５
・
２
２
４
７

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

　

広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
８
月
15
日
号
と
併

せ
て
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
・
場
所

▽
第
１
回　

９
月
28
日
（
土
）
13
時
～
16
時

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階
和
室

▽
第
２
回　

10
月
27
日
（
日
）
14
時
～
16
時

　

大
口
庁
舎
２
階
大
会
議
室

▽
第
３
回　

11
月
23
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　

菱
刈
庁
舎
３
階
大
会
議
室

▽
第
４
回　

12
月
15
日
（
日
）
14
時
～
16
時

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

ま
た
は
伊
佐
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
16
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

９
月
13
日
（
金
）
必
着

募
集
人
数　

30
人
程
度

　

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
参
加
者
募
集
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
庁
舎
建
設
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

募　
　

集
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広告

通院バスをご利用ください（無料） 安全・安心な「三つ星業者」をご利用ください。

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

インターネット無料・ひかり通信完備

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

大・小型バス、ジャンボ・寝台・車椅子タクシー

公共交通機関として、皆様の足を守ります。

土地・中古住宅・山林、買取・仲介いたします。

ユーミー大口（水ノ手）1K・1LDK空室有

バス・タクシー部門 正社員 （女性歓迎 基本給140，000）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

通院バスをご利用ください（無料）

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

詳細は各病院か当社までお尋ねください。

日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

乗務員募集 バス・タクシー部門 正社員 （バス部 基本給175,000円+走行手当+通勤手当等）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

児童虐待 かもと思ったらすぐにお電話ください
こんなサイン見落としていませんか？

連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や
連絡内容に関する秘密は守られます。
お住まいの地域の児童相談所につながります。

■ いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴
　 り声がする
■ 不自然な傷や打撲のあとがある
■ 衣類やからだがいつも汚れている
■ 落ち着きがなく乱暴である
■ 表情が乏しい、活気がない
■ 夜遅くまで一人で家の外にいる

１８９
いち　  はや　　く

児童相談所
全国共通
３桁

ダイヤル

（
７
月
１
日
～
７
月
29
日
受
付
分
）

赤
迫　

龍
り
ゅ
う
せ
い青
（
龍
一
・
ゆ
か
り
／
永
池
）

猪
鹿
月　

涼す
ず
の乃
（
大
輔
・
春
花
／
下
手
須
川
）

神
田　

は
る
乃の

（
顕
正
・
志
歩
／
下
元
町
）

北
原　

大た
い
ら楽
（
誠
規
・
加
奈
／
田
代
）

田
﨑　

晴は
れ

（
祐
樹
・
美
幸
／
堺
町
）

竪
山　

茉ま
し
ろ白
（
正
人
・
美
鈴
／
朝
日
町
）

谷
山　

唯ゆ
う羽
（
大
介
・
里
美
／
諏
訪
馬
場
）

中
原
田　

碧あ
お
ば映
（
剛
・
優
子
／
中
目
丸
）

原
口　

逞
た
く
ま
（
航
平
・
忍
／
鳥
巣
下
）

平
江　

藍あ
む夢
（
竜
也
・
梓
／
花
北
下
）

前
田　

小お
と來
（
翼
・
由
貴
奈
／
本
城
麓
）

前
田　

つ
む
ぎ
（
將
年
・
枝
里
子
／
高
校
西
）

湯
田　

紬つ
む
ぎ希
（
佳
祐
・
千
夏
／
と
ど
ろ
）

地
福　

樹
い
つ
き
（
秀
一
・
由
美
子
／
平
出
水
中
央
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

髙
野　

タ
ヱ
子　
　
　

92
（
西
本
町
）

丸
山　

ス
ミ
子　
　
　

80
（
川
島
）

満
元　

マ
サ
子　
　
　

89
（
井
手
原
）

吉
村　

典　
　
　
　
　

87
（
朝
日
町
）

山
野
地
区

今
村　

五
男　
　
　
　

83
（
小
木
原
下
）

浦
本　

順
子［
旧
姓
：
熊
ケ
迫
］
74
（
小
木
原
中
）

木
村　

タ
ヱ
子　
　
　

80
（
敬
寿
園
）

栗
巢　

克
己　
　
　
　

83
（
平
出
水
中
央
）

園
田　

景
行　
　
　
　

84
（
上
之
馬
場
）

德
留　

ス
エ
子　
　
　

93
（
仲
町
）

丸
田　

和
時　
　
　
　

67
（
平
出
水
中
央
）

宮
野　

ミ
エ　
　
　
　

84
（
敬
寿
園
）

山
元　

久
美
子　
　
　

86
（
下
之
馬
場
）

羽
月
地
区

大
山　

ヒ
サ
子　
　
　

84
（
湯
ノ
谷
）

平
野　

伸
一　
　
　
　

63
（
大
島
南
）

三
﨑　

ツ
ル
子　
　
　

82
（
湯
ノ
谷
）

西
太
良
地
区

下
田　

賢
一　
　
　
　

90
（
田
原
）

德
田　

市
郎　
　
　
　

88
（
笠
松
）

菱
刈
地
区

有
木　

省
己　
　
　
　

85
（
田
中
中
）

岡
田　

悟　
　
　
　
　

87
（
共
進
）

上
橋　

清
治　
　
　
　

72
（
山
田
）

福
元　

フ
サ
ヱ　
　
　

98
（
薬
師
）

前
田　

敏
則　
　
　
　

85
（
上
市
山
）

松
下　

政
治　
　
　
　

81
（
東
市
山
）

森
田　

克
已　
　
　
　

90
（
上
市
山
）

（
６
月
29
日
～
７
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

椛
山　

冨
男　
　
　
　

78
（
西
水
流
）

島
畑　

吟
子　
　
　
　

59
（
上
原
田
）

角　

康
征　
　
　
　
　

75
（
青
木
ケ
島
）
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編
集
後
記

人口のうごき

R1. ８. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

総人口　25,717 人　  （－        ７）
　男　　11,962 人　  （ +        ７）
　女　　13,755 人　  （－       14）
世帯数　13,426 世帯  （－        ５）

広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.259　

2019.09.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

伊
佐
の
夏
祭
り
に
は
久
し
ぶ
り
に
行

き
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
越
し
に
皆
さ
ん

の
楽
し
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
職
場
の
仲
間
や
学
校
の
友
だ
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
人
を
み
て
、

つ
い
撮
影
の
仕
事
を
放
り
出
し
て
、
私

も
手
踊
り
の
列
に
加
わ
り
た
い
衝
動
に

駆
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
！

８
月
は
夏
休
み
期
間
と
あ
っ
て
、
大

口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
周
り
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
た
く
さ
ん
見

か
け
ま
し
た
。
暑
い
中
、
公
園
で
走
り

回
る
様
子
に
、
自
分
の
小
学
校
時
代
を

思
い
出
し
て
懐
か
し
く
思
う
一
方
で
、

熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
、
と
心
配
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
暑
い
日
が

続
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
水
分
補
給
を
お

忘
れ
な
く
！

検索

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

10
月
号
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

鳥
神
岡
と
高
熊
山
の
背
比
べ
で
、
天
狗
様
に
頼
ん

で
測
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
高
熊
山
が
勝
っ
た
と

い
う
民
話
が
、「
ふ
る
さ
と
散
歩
あ
い
う
え
お
」
に

あ
る
。
そ
れ
を
思
い
出
し
な
が
ら
高
熊
山
に
登
っ
た
。

標
高
４
１
２
ｍ
、
歩
い
て
約
55
分
。
西
南
の
役
の
布

陣
で
有
名
な
だ
け
に
、
頂
上
に
は
慰
霊
碑
や
激
戦
の

地
の
碑
、
塹
壕
等
が
あ
る
。
一
礼
し
て
激
戦
を
偲
び
、

眼
下
の
伊
佐
盆
地
の
青
田
に
眼
を
向
け
る
。
真
に
癒

し
の
一
時
で
あ
る
。
そ
し
て
下
山
、
高
熊
荘
の
風
呂

に
浸
る
。
正
に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
（
大
口　

美
味
し
米
太
郎　

80
代
）

お
隣
さ
ん
は
、
お
家
で
食
べ
る
分
だ
け
の
野
菜
を

畑
で
育
て
て
い
る
そ
う
で
、
一
度
に
は
食
べ
き
れ
な

い
か
ら
と
、
採
り
た
て
の
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
オ
ク

ラ
を
お
す
そ
分
け
し
て
く
れ
ま
す
。
素
材
が
良
い
の

で
浅
漬
け
に
し
た
り
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
す
。
旬
の
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
、
今
年
も
夏
バ
テ
す
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
そ
う
で

す
。
お
隣
さ
ん
や
近
所
の
方
々
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
に
い
つ
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。（牛

尾　

お
昼
寝
大
好
き　

70
代
）

　
お
昼
寝
大
好
き
さ
ん
、
や
さ
し
い
ご
近
所
さ
ん
で

す
ね
。
夏
野
菜
は
、
栄
養
価
が
高
い
だ
け
で
な
く
、

色
鮮
や
か
な
の
で
、
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

　
私
も
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
な
ど
、
み
ず
み
ず
し

い
野
菜
を
食
べ
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
楽
し
み
で
す
。

・ブルーベリージャム
手づくり工房  ゆう

（特産協会提供）

　今年の６月から家族になり
ました。元気いっぱいの甘え
ん坊な男の子にいつも癒され
てます。

（曽木　パープル　40 代）


